
(株)アシスト
2024.7月号鶴岡のお米お届け致します

田植が終了次第大豆の播種の準備。アシスト所有のトラクターをフルに活用して晴れ間を狙い播種します。

圃場の耕起を行いながら播種をするという流れ作業の為、時間のかかる耕起作業はフルに活躍されるトラクター

と整備士の活躍が発揮されます。大豆の播種作業は1台のトラクターで播種します。その後は麦の刈取作業を終え、

同じ圃場に大豆を播種します。雨が降らない事を願いながらの作業でした・・・

田植が終わった後は大豆の播種を行う為の圃場の整備を行います。写真はアシスト所

有の３台のトラクターをフルに活用して整備します。圃場整備で３台のトラクターが

揃う事はなかなか珍しく、今の時期だけの見ごたえある光景です 6/8撮影

大豆播種の様子です。播種作業は1台

のトラクターで行います。6/9撮影

大豆播種10日後の様子です6/19撮影

小麦の刈取の様子です↓↓

↑

機械整備部長
小麦刈取10日前の様子です。しっかり穂が実り刈取には最適な状態。 県

の職員から刈取日の調整と圃場状態を確認頂きました 6/9撮影

初めての小麦の刈取。稲刈り用コンバインを使用し機械整備部長

がその都度異常の有無を確認の元、刈取が行われました。 6/19

撮影

刈取直後トラクターで圃場の土を耕し大豆を播種する準備を行います。圃場内に3台のトラクターを使

刈取翌日、大豆を播種した1週間後、２~３㎝程の芽がしっかり出ておりました。
6/27撮影


